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il e a c c a n c e r , c ol o n c a n c e r a
n d l u n g c a n c e r ･

Il e a c c a n c e r i s v e r y r a r e ･ e s p e c
i a ll y i n si m u lt a

-

n e o u s c o m b i n a ti o n w it h a g
a st r i c r e m n a n t C a n C e r ･

K e y w o r d s
･

･ 回腸痛 ･
残胃痛 ,

重複痛 , g a
s t ri c r e m n a n t c a n C e r ･ il e a c c a

n c e r

は じ め に

原発性小腸癌は比 較的稀な疾患
で ある ･ 今回,

ゎれ われ は, 残胃癌に合併 し た原発性 回
腸痛の 1

例を経験 した の で報告する ･

症 例

患 者 : 71 歳, 男性･

主 訴 : 右下腹部痛 .

既往歴 : 1979 年に胃痛 に対 し幽 門
側胃切 除術

( 組織型不明) , 1995 年に肺癌にて右肺
S 8 区域切

除( 申分化型扇平上 皮癌) , 1 996 年
に盲腸早期痛

にて内視鏡的ポリ ペ ク トミ
ー ( 高分化腺病) , S 状

結腸癌にて S 状結腸切 除術 ( 申分化腺
病) , 1998

年に肺癌局所再発 にて右中, 下葉切 除
術 ( 申分化

型扇平上 皮痛) .
1994 年より糖尿病 にて加療中 ･

家族歴 : 特記すべ きこ となし ･

現病歴 : 右下腹部痛を主訴 に,
2000 年5 月 8 日,

当院内科受診 . 便潜血陽性で , 精査を受けた ･ 胃内

視鏡検査で 残胃管薩部に胃癌を認
め た ･ 2000 年 7

月12 日, 手術目的にて当科 に入院
とな っ た ･

入院時現症 : 身長 162 ･O c m , 体重4 3 ･9 kg , 栄養

や や不良. 貧血, 黄痘はなく, 表在リ ン
パ節 は触知

しなか っ た . 腹部は手術療痕があるが , 平坦 ･ 軟
で

腫痛 は触知しなか っ た ･

入院時検査所見
.
: C虫A 3 .3 n g / m l , C A 19

-9 4 2 u

/ m l と軽度上 昇 して い た ･ そ の 他に特記す べ き異

常値は認め なか っ た ･

腹部 U S 検査所見 ‥ 特記す
べ き異常 な し･

腹部 C T 検査所見 ‥ 特記す
べ き異常なし ･

上部消化管造影所見 : 残胃管覆部に隆起性病変

を認めた ( 図 1 ) .

上部消化管内視鏡所見 ‥ 残胃管蔭部 に
Ⅰ ＋ Ⅱ a

棟の 腫癌 を認 め , 生検で は g
r o u p V で あ っ た ･

20 00 年 7 月17 日 , 胃全摘 を目的に手術を行
な っ た ･

手術所見 : 開腹後, 腹腔内の検索を行
な っ たとこ

ろ
,
B a u bi n 弁 か ら約 100 c m の 回腸 に B o

r r m a n n

2 型様の腺病 を触知 し, c a r ci n o m a
と考 えた ( 図

2 ) .
こ の 部は所属リ ン パ節を含め部分切

除, 端端

吻合を行な っ た ･ 残胃 は全摘 し , R o u x
-

e n Y 吻

合で 再建 した . 肝, リ ン パ 節 - の 転移 , 腹膜播種
な

どは認めなか っ た .

摘出標本所見 : 胃腫蕩は25
× 15 m m 大で, Ⅰ型,

回腸腫蕩は50 ×20 m m 大で B o r
r m a n n 2 型様で

あ っ た ( 図3 ) .

病理組織学的所見 : 残胃癌は申分化腺病
で深遠

度は s m l , 回腸痛は高分化腺病で深遠度
は s s で

ぁ っ た ( 図 4 , 図 5 ) ･ 郭清リ ン パ節 には転 移は認

めなか っ た .

術後経過 : 術後経過は良好 で, 術 後第
2 5 病 日 に

退院 した .

考 察

原発性小腸痛 は比較的稀な疾患 であ
る ･ 小腸腫

蕩 の頻度は全消化管腫蕩 の 3
- 6 % , そ の うち60

～ 70 % が 良性腫蕩と され る
1)

･ 小腸悪性腫蕩 の う

ち, 平滑筋肉腫 , 悪性 リ ン
パ 腫 , 小腸痛 の 3 つ の

腫蕩が90 % 以上 を 占め , それ ぞ
れ 30 % 前後で あ

る
2) 3)

. 小腸痛の 全消化管癌 に占め る頻度
は 0 ･1

-

o .3 % と報告されて い る
4)

･ 原発性小腸癌に特有 の

症状 はなく, 腸管 の 狭 窄症状 , 貧 血症状 , 転
移 巣

による症状 な ど非特異的なも の が ほ
と ん どで あ

る
3 ト 7)

. 小腸痛の 診断は極 め て 困難 で ある ･ しか

し, 各種画像診断や 内視鏡な どで術前 に質
的診断

が され て い る例 も少な か ら ず あり (
30 ･8 % ) 3) I

小腸癌を念頭 にお い て各種診断手法を駆使す
れ ば･

さ らに診断率は向上するもの と考えられ
る ･ 小腸

痛の 治療 に つ い て , 厳格 にそ
の 指針 を定め た もの

はな い .
これ は , その 解剖学的 な小腸 の 特殊性 に

ぁる8 ) . 大腸癌の よう に 3 群廓清を目指
せ ば, その
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図 1 上部消化管造影所見

残胃窄覆部に隆起性病変を認め る .

1 6 3
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図 2 手術所見

B a u h i n 弁 か ら約1 00 c m の 回腸に腫癌
を触知･

図 3 摘 出標本( 上 : 回腸 ,
下 : 残胃)

回腸腫癌は B o r r m a n n 2 型様 で5 0 ×2 0 m m ,
残 胃施療はⅠ型で2 5 ×1 5 m m
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図 4 病理組織学的所見( 残胃
,
H E

,

×4 0)

申分化腺病
,
s m 1

図 5 病理組織学的所見( 回腸 ,
H E

,
× 40)

高分化腺病
,
s s

1 6 5
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血管支配か ら小腸 大量切 除と なり, Q O L を考え

ると小腸癌 の場合, その 徹底的なリ ン パ 節廓清 は

困難で ある . 小腸痛の 合理的な手術を行なう上 で ,

今後の 小腸の 詳細なリ ン パ 流 の 解 明が待 た れ る ･

本例は , 残胃痛, 小腸痛, 肺癌, 大腸癌 の 同時
･ 異

時性 4 重複癌
9 ) で あり, 胃痛 , 大腸癌の 多発癌

10)

を含 んで い る . 原発性小腸痛で は高頻度 に重複痛

がみ られ
1 1) 1 2)

,
15 - 20 % に発生 し , 何 ら か の 免疫

学 的, ある い は内因的防御機構 の 異常 が示 唆さ
れ

て い る
1 2)

. D N A の ミ ス マ ッ チ 修復異常 によ っ て

起 こ る g e n eti c i n st a bilit y ( G I) の 検討にお
い て

,

他の 消化器病 に比 べ 小腸癌で は GI が認 め ら れ る

症例が45 % と有意に多い
1 3)

. また, G I を示す症例

は単発癌 で11 % で ある の に対 し, 重複 癌 で は 約

89 % と有意に重複病症例 に多い こ とが示さ れて い

る
14)

.
こ の こ とか ら, G I の 陽性率が高 い こ と が小

腸癌に重複痛が 多い
一 因 と考え られ る ･ G I は癌

多発症例を発見する上 で有用な マ
ー

カ
ー

になると

推測され
15)
,
二次癌の 早期発見な どに有用と 考え

られ る . 遺伝子異常に つ い て の検討で は, p 53 遺伝

子異常の 頃度が高 い とする説
16 ト 18) と低 い とす る

説
13) が あり, p 53 遺伝子 に 関 して は , 今後更 なる

検討が必要で ある . 本例 で は分子生物学 的な検 索

は
一 切行な っ て い ない が, 今後, 遺伝 子関連の 検

索が
一 般臨床の 場にお い ても簡便か つ 安価 に応用

で きるようになる こ とが望まれ る . 小腸痛 の 予後

は
,
5 年生存率が30 %

3) と不 良で ある ･
こ れ は小

腸痛の 早期診断が 困難で ある こ と に よ る もの で ,

転移の ない もの は比較的, 予後良好で ある
8 )l l)

･ 多

重複癌の 症例 は
一 般 に局所の 進行があ っ て も転移

の 頃度が 少なく, 予後が 比較的良好 と さ れ る
19)

･

先 に述 べ た GI の 検討で , 胃痛や 大腸癌 で は G I

を予後良好の 指標 とす る報告が多く
2 0) 2 1)

, 重 複癌

に G I を示す症例が 多い こ と を考え合わ せ る と,

重複痛の 予後が良好 で あるこ と と GI の 存在 に密

接な関係が ある もの と推測され る .

本例は , 同時性の 残胃痛 と原発性 小腸癌 の 重複

癌で ある . 筆者らが文献的に検索 した結果 (19 73

- 200 0 年) , 胃癌と原発性小腸痛の 同時性 重複癌

は 5 例2
2 ト 26) であり, 残胃癌 と原発性小腸痛 の 同

時性重複癌は報告がなく, 本例は極 め て 稀 な 1 例

で あ っ た .
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